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1, mouse-lung 2, mouse-brain
3, mouse-kidney 4,mouse-heart
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	応用
	抗原情報
	背景
	ガレクチンは、細胞間および細胞とマトリックス間の相互作用の調節に関与するβ-ガラクトシド結合タンパク質ファミリーです。LGALS3BPは、癌患者およびヒト免疫不全ウイルス（HIV）感染者の血清中で高値を示すことが確認されています。LGALS3BPは、ナチュラルキラー（NK）細胞およびリンフォカイン活性化キラー（LAK）細胞の細胞傷害性に関連する免疫応答に関与していると考えられます。蛍光in situハイブリダイゼーション法を用いて、全長90KのcDNAが染色体17q25に局在することが確認されました。この天然タンパク質は、ヒトマクロファージ関連レクチンであるMac-2に特異的に結合し、ガレクチン1にも結合します。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：インテグリンを介した細胞接着を促進する。ウイルスや腫瘍細胞に対する宿主防御を刺激する可能性がある。,類似性：BACK（BTB/Kelch関連）ドメインを1つ含む。,類似性：BTB（POZ）ドメインを1つ含む。,類似性：SRCRドメインを1つ含む。,サブユニット：ホモダイマーおよびホモマルチマー。マルチマーは直径30～40 nmのリング状構造を形成する。LGALS1およびLGALS3に結合し、ITGB1、COL4A1、COL5A1、COL6A1、FN1、NIDに結合します。,組織特異性：普遍的に存在する。精液、乳汁、血清、涙液、唾液、尿などの体液中に検出される。ケラチノサイトおよび線維芽細胞によって発現される。,
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	ヒト血液溶解液のウェスタンブロット分析、抗体は1000倍に希釈。二次抗体は1:20000倍に希釈。

